
このたびはAX-BE721をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
組み立て・ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
なお、この取扱説明書には保証書がついています。
お読みになられたあとも、大切に保管してください。
※デザイン仕様を一部変更している場合があります。ご了承ください。
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安全上のご注意

警告表示の意味

禁止を促す記号

強制を促す記号

この表示の欄は、「死亡または重傷を負う可能性が
想定される」内容です。警告
この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害
のみが発生する可能性が想定される」内容です。注意

組み立ての前やご使用前には、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みになって、正しくお使いく
ださい。
お読みになった後は必ず大切に保管しておいてください。

表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、
次の表示で示しています。

警告

禁止

必ず守る

●本製品やコントローラーの分解、改造、修理
は危険ですので絶対にしないでください。
故障や修理は販売店にご相談ください。

●リクライニング操作中に異臭（こげ臭い）
を感じたり、その他異常を感じたら直ちに
コントローラーの操作を中止し、電源プラ
グを抜いておいてください。
販売店にご相談ください。

●長時間使用しないときやお出かけの際は
誤作動や事故を防ぐため、電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。
思わぬ事故や破損がおきるおそれがあり
ます。

●電源プラグを抜くときはコードを持たず
先端のプラグを持ってください。
コードの断線につながり、事故や破損・感
電の原因になります。

●アクチュエーターやコントローラー、コー
ドなどは破損した状態で使用しないでくだ
さい。
火災などの原因になります。

●濡れた手で電源プラグの抜き差しはしな
いでください。
感電の原因になります。

●たこ足配線など定格を超える使い方や交
流100V以外では使用しないでください。
発熱、火災などの原因になります。

分解
禁止

電源プラグ
を抜く

禁止

●電源プラグや電源コードを交換したり、傷
つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、
重いものをのせたり、束ねたりしないでく
ださい。
•火災や感電の原因になります。
•傷んだプラグやコードは絶対に交換、分
解、修理、改造をしないでください。
•プラグやコードが破損したときは直ちに
使用を中止してください。

●電源プラグのほこりは定期的に取り除い
てください。
火災、ショートの原因になります。

●ベッドの下にもぐり込まないでください。
ケガをするおそれがあります。

●お子様や意思表示のできない方にコント
ローラーを絶対触らせないようにしてくだ
さい。
思わぬ事故が起きるおそれがあります。
●リクライニング操作中以外はコントロー
ラー部の電源スイッチを切ってください。
思わぬ事故が起きるおそれがあります。

●リクライニング操作中はグリップやフレー
ムのすきまに身体の一部を入れないでく
ださい。
ケガをするおそれがあります。

●グリップのすき間に注意してください。
身体の一部（頭・首・手・足など）がはさまれ、
ケガをするおそれがあります。

禁止

はさみこみ
注意

必ず
守る
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注意

禁止

●組み立て中に指などを挟まないように十分
注意してください。
ケガをするおそれがあります。

●ベッドの上で飛び跳ねたりしないでくださ
い。特にお子様などがトランポリン遊びを
しないようにしてください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

●本製品は一般家庭用です。業務用および本
来の目的以外では使用しないでください。
事故になるおそれがあります。

●ベッドを踏み台にしたり、重いものを載せ
たりしないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

●背部や足部を上げた状態のとき、背部・足
部の上で立ち上がらないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

●コントローラーをベッド内側に掛けた状態
で操作しないでください。
ボトムとベッドサイドレールなどのすき間に
手（指）をはさまれてケガをしたり、コント
ローラーが破損、変形するおそれがあります。

●ベッドはラグなどの上に設置してください。
畳やフローリング（木製床）などにキズをつ
けるおそれがあります。

●本製品はシングルベッドです。お一人で使
用してください。また、体重が90kg以上
の方は使用しないでください。
思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

●コントローラーを使用しないときは、ヘッ
ドボードもしくはグリップなどの外側に掛
けてください。
それ以外の場所に掛けたり収納したりする
と誤って操作ボタンが押され、意図せぬ
ベッドの動作により、ケガをするおそれが
あります。

●コントローラーの取扱いに注意してください。
ベッドが誤動作してケガをしたり、ショート
などによる感電、火災のおそれがあります。
また、故障の原因となります。
•ぶつけたり、傷つけたりしないでください。
•落としたり、コードを無理に引っ張ったり
しないでください。

●傷んだコントローラーは修理（交換）を依
頼してください。

●コントローラーの操作は、必ず大人の方が
行ってください。
また、周囲にお子様やペットなどがいない
ことを確認して行ってください。
思わぬ事故の原因になります。

●うつ伏せや横向きの状態でご使用のとき、
背もたれを上げないでください。
事故やケガのおそれがあります。

●背部リクライニング部分や足部フットアッ
プ部分に、腰を掛けたり座ったりして作動
させないでください。
故障の原因や事故、ケガのおそれがあります。

●本説明書をよく見て、あらかじめ内容を把
握してから組み立ててください。

●組み立ては大人の方が説明書に従って組
み立ててください。

●手をケガしないよう必要に応じて手袋をし
てください。

●組み立ての際は、近くにお子様やペットが
いないか十分に注意してください。

●組み立ての際は、手や指をはさまないよう
十分に注意してください。

組み立て時のご注意 使用上のご注意

必ず
守る

必ず
守る

禁止

必ず
守るはさみこみ

注意



3

注意

●機械油など油成分や化学薬品などの成分
が浮遊している場所では使用しないでく
ださい。
事故が起きるおそれがあります。

●ストーブまたは可燃性の物や火気の近く
では使用しないでください。
事故や火災になるおそれがあります。

●電源プラグの抜き差しができなくなる場所
には、ベッドを設置しないでください。
誤作動を防止するために、電源プラグを抜
くことが必要になる場合があります。
誤操作によるケガをするおそれがあります。

●ベッド周りの家具備品、部屋の構造物の一部
などと当たらないよう注意してください。
ベッドの高さ調節によってベッド周りの家
具備品、部屋の構造物の一部などに当たら
ないように配慮してください。家具備品や
構造物などが破損するおそれがあります。

●故障の原因となりますので、次のような場
所への設置は避けてください。
•直射日光のあたる場所
•冷暖房器による冷気や暖気が直接あた
る場所
•過度の水蒸気や油蒸気のかかりやすい
場所
•高温・多湿・低温・乾燥した場所
•ほこり、煙、塩分、イオウ分、腐食性物質
などの多い場所
•換気の悪い場所
•振動や衝撃のある場所
•ゆかが水平でない場所

設置についてのご注意

●ベッドの電源は直接コンセントからとって
ください。
コンセントや延長コードの容量を超える電
気製品を同時に接続して使用すると、電源
コードや電源プラグが発熱して火災のお
それがあります。

●ベッド周辺のスペースを確保してください。
•ベッドを使用する方がベッドから起きあ
がる場合に、ベッドの左右どちら側から
の乗り降りが可能か、車いすをご使用の
場合は、ベッドのどちら側で使用するか
によって、必要なスペースを確保してく
ださい。壁やものなどを傷つけるおそれ
があります。
•介護する方がベッド周りで介護するため
のスペースをどれだけとるか（シーツ交
換だけか、おむつ交換、着替え、洗髪、歯
磨き、食事の介助などが必要かどうかに
よってベッドの周囲をどれだけあけるか）
を考慮してください。

必ず
守る

禁止

安全上のご注意
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安全上のご注意 各部の名称

4

組み立て前にこの完成図をよく見て、あらかじめ組み立て完了状態を把握しておいてください。

頭側

足側

安全ピン

リクライニング部

キャスター
補助キャスター台座

センターフレーム

コントローラー

ヘッドフレーム

マットガード

フットフレーム

マットレス

ヘッドボード

グリップ

アクチュエーター

電源プラグ

ACアダプター
（ポケットの内部にあります）

前面

背面



部品一覧

5

組み立て前に部品がすべて揃っているか、確認してください。

マットガード

組立ての順序はP.6 ～ P.8の手順で行ってください。

棚付ヘッドボードの取り付け部品

取付工具

工具

ヘッドボード×1

ワッシャー×4

ヘッドボード固定ボルト
（M8×30mm）×4

グリップの取り付け部品

グリップ
スペーサー×4

スプリングワッシャー×8

変形ワッシャー×8

グリップ固定ボルト
(M8×105mm)×8

グリップ×2

グリップカバー×2

「C」

「B」

「A」

「A」

「D」

「D」

※本書内の「A」～「D」の表示は、ネジパックの表示に合わせ
ています。
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部品箱など

フレーム

サポートグリップ

フレーム

サポートグリップ

組み立て手順

6

1

組み立て

部品箱などより部品を取り出し、
すべてそろっているかを確認します

2
・ベッド本体をゆっくりと起こします。 ・片方の手でサポートグリップを握り、もう片方の

手でフレームの下方を握り、外側へ広げます。

ベッド本体をゆっくり起こしベッドを広げます

組み立て前には必ず、P.2「組み立て時のご注意」をお読みください。

（「部品一覧」⇨P.5参照）

足側

●安全ピンはベッドの浮き上がり防止
のため必ず使用してください。
　また、安全ピンは特別な固定がされ
ていないため、時々ストッパー穴に
確実に差し込まれているか確認して
ください。

注意

3 ベッドサイドの安全ピンをブラケットの穴に通し、フレームのストッパー穴
に差し込み固定します

安全ピン

ストッパー穴

ブラケット



マットガード

足部ボトム

7

5 背部を上げる
・グリップ・ヘッドボードの取り付け作業をしやすくするために、

コントローラーで背部を上げます。（「コントローラーの使いかた」⇨P.9参照）

組み立て手順

4 マットガードを取り付けます
❶ マットレスを頭部側にずらして、

フレームの網部に引っ掛けて
取り付けます。

❷ マットレスを元の位置に戻し、
マットレスカバーをかぶせて整えます。

足側



マットガード

足部ボトム

7

5 背部を上げる
・グリップ・ヘッドボードの取り付け作業をしやすくするために、

コントローラーで背部を上げます。（「コントローラーの使いかた」⇨P.9参照）

組み立て手順

4 マットガードを取り付けます
❶ マットレスを頭部側にずらして、

フレームの網部に引っ掛けて
取り付けます。

❷ マットレスを元の位置に戻し、
マットレスカバーをかぶせて整えます。

足側

❶ ベッドフレームとグリップの間にグリップスペーサーをはさみ、固定ボルトで取り付けます。

❷ グリップカバーを取り付けます。

PO I N T

グリップカバー フレーム部

グリップ

グリップスペーサー

「C」変形ワッシャー

「B」グリップ固定ボルト
　　(M8×105mm)

8

6 グリップを取り付けます

7 ヘッドボードを取り付けます

・ボルトははじめは仮止めしておき、
組み上がった際にしっかりと締め直してください。

・グリップのフレーム部にはめ込んで固定します。

●グリップは左右・頭足側の向きは
ありません。
下図丸印４ヵ所にどちらの向きに
でも取り付けられます。

使 用 工 具

「D」工具

「A]ヘッドボード固定ボルト
　　(M8×30mm)

「A」ワッシャー

ヘッドボード 使 用 工 具

「D」工具

足
側

頭
側

「D」スプリングワッシャー
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使いかた

コントローラーの使いかた

操作前には必ず、P.1 ～ 3「安全上のご注意」をお読みください。

・正しく確実に差し込んでください。
1 電源プラグをコンセントに差し込みます

・電源ランプが点灯します。

※15ページの解除を行うと、
足部は連動しません。

2 電源ボタンを押します

・電源ランプが消灯します。
3 コントローラー使用後は再度電源ボタンを押します

コントローラー

電源ボタン

電源ランプ

背部を上げる
背部を下げる

背部 足部

●長時間使用しないときは電源プラグをコンセントから
抜いてください。
誤操作や接触によりベッドが動き、事故の原因になり
ます。
●下図の①グリップのすき間に注意してください。
身体の一部（頭・首・手・足など）が挟まれ、けがを
するおそれがあります。

警告

●リクライニングしている状態で下図の②背部リクライ
ニング部、③足部フットアップ部の上に乗ったり座った
りは絶対にしないでください。
故障や、思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

注意

②

③

①
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使いかた

コントローラーの使いかた

操作前には必ず、P.1 ～ 3「安全上のご注意」をお読みください。

・正しく確実に差し込んでください。
1 電源プラグをコンセントに差し込みます

・電源ランプが点灯します。

※15ページの解除を行うと、
足部は連動しません。

2 電源ボタンを押します

・電源ランプが消灯します。
3 コントローラー使用後は再度電源ボタンを押します

コントローラー

電源ボタン

電源ランプ

背部を上げる
背部を下げる

背部 足部

●長時間使用しないときは電源プラグをコンセントから
抜いてください。
誤操作や接触によりベッドが動き、事故の原因になり
ます。
●下図の①グリップのすき間に注意してください。
身体の一部（頭・首・手・足など）が挟まれ、けがを
するおそれがあります。

警告

●リクライニングしている状態で下図の②背部リクライ
ニング部、③足部フットアップ部の上に乗ったり座った
りは絶対にしないでください。
故障や、思わぬ事故の原因になるおそれがあります。

注意

②

③

①

サポートグリップ

安全ピン

ブラケット

10

ベッドの閉じかた

●ベッドを閉じるときは、必ず安全ピンを抜いてく
ださい。
　安全ピンを抜かずにベッドを閉じると、安全ピン
やベッドのフレームが破損することがあります。

注意

2 安全ピンをストッパー穴から抜きます

1 電源プラグがコンセントから抜けて
いることを確認します

4

3 サポートグリップを握り、ベッド中央
を持ち上げます
ベッドが上がってくると、片側の手をフレームに添え
て、ベッドが移動しないようにして閉じます。

ブラケットの穴に安全ピンを通し、
キャスターフレームのストッパー穴に
差し込み固定します

安全ピン

ストッパー穴



安全ピン

ブラケット

安全ピン

ストッパー穴

ブラケット

フレーム

サポートグリップ
マットレス

11

使いかた

ベッドの開きかた

1 電源プラグがコンセントから抜けて
いることを確認します

2 キャスターフレームのブラケットから
安全ピンを外します

●安全ピンはベッドの浮き上がり防止のため必ず使
用してください。
　また、安全ピンは特別な固定がされていないため、
時々ストッパー穴に確実に差し込まれているか確
認してください。

注意

3 片方の手でサポートグリップを握り、
もう片方の手でフレームの下方を握り、
外側へ広げます

4 ベッドサイドの安全ピンをブラケットの
穴に通し、フレームのストッパー穴に
差し込み固定します

●本製品はベッドを広げ終わった段階でキャス
ターが浮き上がり、代わりに台座がベッドの
足の役目をする構造になっています。
従いましてキャスターが浮いている状態が正
常であり、故障ではありません。

PO I NT

●初期状態でセンターフレームが若干浮き上がっ
ている場合がありますが、これは不具合ではあ
りません。また、この現象は製品をご使用いた
だくにつれて少しずつ解消されます。

PO I NT



安全ピン

ブラケット

安全ピン

ストッパー穴

ブラケット

フレーム

サポートグリップ
マットレス

11

使いかた

ベッドの開きかた

1 電源プラグがコンセントから抜けて
いることを確認します

2 キャスターフレームのブラケットから
安全ピンを外します

●安全ピンはベッドの浮き上がり防止のため必ず使
用してください。
　また、安全ピンは特別な固定がされていないため、
時々ストッパー穴に確実に差し込まれているか確
認してください。

注意

3 片方の手でサポートグリップを握り、
もう片方の手でフレームの下方を握り、
外側へ広げます

4 ベッドサイドの安全ピンをブラケットの
穴に通し、フレームのストッパー穴に
差し込み固定します

●本製品はベッドを広げ終わった段階でキャス
ターが浮き上がり、代わりに台座がベッドの
足の役目をする構造になっています。
従いましてキャスターが浮いている状態が正
常であり、故障ではありません。

PO I NT

●初期状態でセンターフレームが若干浮き上がっ
ている場合がありますが、これは不具合ではあ
りません。また、この現象は製品をご使用いた
だくにつれて少しずつ解消されます。

PO I NT

マットレス

ベルト

フレーム

マットレス

ポケット部

フットフレーム

カバー

ベルト

作業がしやすいように、マットレスのカバーはめくっ
てから行ってください。

12

マットレスの取り外しかた

●各フレームやマットなどで手や足をはさまないように十分注意して作業をおこなってください。

1 コントローラーで背部を最大まで
上げた状態にしてからマットレスの
ベルトを外します

2 フットフレーム裏側からマットレスの
ベルトを外します

3 マットレスを持ち上げて、
ポケット部をフレームから完全に
引き抜きます

注意

●作業時にグリップが邪魔になることがあります。グリップを外しておくことでスムーズに
作業することができます。

PO I NT

4 マットレスを取り外します

背部

足部
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マットレス

フレーム

ポケット部

フットフレーム

ベルト

ベルト

マットレス

ベルト

マットレスの取り付けかた

●各フレームやマットなどで手や足をはさまないように十分注意して作業をおこなってください。

1 コントローラーで背部を最大まで
上げた状態にしてから、マットレスの
ポケット部をフレームにかぶせます

2 背部側のマットレスのベルトを取り
付けます

注意

使いかた

背部

●ベルトをフレームを巻き付ける際は、フット
フレームを巻き込まないようにしてください。

注意
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マットレス

フレーム

ポケット部

フットフレーム

ベルト

ベルト

マットレス

ベルト

マットレスの取り付けかた

●各フレームやマットなどで手や足をはさまないように十分注意して作業をおこなってください。

1 コントローラーで背部を最大まで
上げた状態にしてから、マットレスの
ポケット部をフレームにかぶせます

2 背部側のマットレスのベルトを取り
付けます

注意

使いかた

背部

●ベルトをフレームを巻き付ける際は、フット
フレームを巻き込まないようにしてください。

注意

●移動は大人の方が行ってください。
ベッドは重量があるため、周りに十分注意して
ください。また、床材の種類によっては床に
キズが付くことがあります。

注意

3 両手でベッドを支えながら押します

2 P.10の「ベッドの閉じかた」を参考に
ベッドを閉じます

キャスターの回転方向に注意しながら、ゆっくり
と移動してください。

ベルト ベルト

フットフレーム

ベルト

14

ベッドの移動のしかた

1 電源プラグがコンセントから抜けていることを確認します

3 フットフレームの裏側で、足部側の
マットレスのベルトを取り付けます

●ベルトを取り付ける際はワイヤーを巻き込まずに、必ずワイヤーとフレームの間を通して取り
付けてください。

注意

足部

ベルトはワイヤーの上を通す



スナップピン

ワイヤー固定部

フック

フットアップ（足部）機能を解除したい場合

フットアップが不要な場合は、下記に従って作業を行ってください。

1 フットフレーム裏側にあるワイヤー固定部からスナップピンを外します

3 外したフットアップワイヤーの先端をフットフレームのフックに引っ掛けます

2 ワイヤー用ピンを抜き、ワイヤーを取り外します

15

使いかた

●取り外したワイヤー用ピンとスナップ
ピンは紛失しないよう、ワイヤー固定
部に取り付けてください。

PO I NT

フットフレーム

ワイヤー用ピン

ワイヤー用ピン

ワイヤー固定部

スナップピンワイヤー

フットアップワイヤー

足側
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故障かなと思ったら

リクライニングの解除のしかた

●これらの説明は、あくまで応急の対応となります。
●作業はマットレスを取り外しておこなってください。（P.12「マットレスの取り外し方」参照）
●作業は必ず2人以上でおこなってください。
●作業が終わりましたら、お買い上げの販売店にご相談ください。

1 フットアップワイヤーを外します

注意

不意の出来事により、各リクライニングが作動しなくなった場合、以下の手順で起き上がったフレーム
を平らな状態に戻すことができます。

（「フットアップ（足部）機能を解除したい場合」⇨P.15参照）
※フットアップした状態でフットアップワイヤーのピンを外す場合、外すと同時にフットアップフレームが
落下しますので、必ず作業は2人で行ってください。

2 1人がリクライニング部を手で持ち上げて上方へ支えます

2 アクチュエーター先端部を固定しているピンから、スナップリングを外します

背部リクライニング
を上げる

背部リクライニング部

頭側

足側

ピン

ワイヤー

アクチュエーター
先端部

ブラケットスペーサー

スナップリング

アクチュエーター

3 アクチュエーター先端部を固定しているピンから、スナップリングを外します

スナップピン

ワイヤー固定部

フック

フットアップ（足部）機能を解除したい場合

フットアップが不要な場合は、下記に従って作業を行ってください。

1 フットフレーム裏側にあるワイヤー固定部からスナップピンを外します

3 外したフットアップワイヤーの先端をフットフレームのフックに引っ掛けます

2 ワイヤー用ピンを抜き、ワイヤーを取り外します

15

使いかた

●取り外したワイヤー用ピンとスナップ
ピンは紛失しないよう、ワイヤー固定
部に取り付けてください。

PO I NT

フットフレーム

ワイヤー用ピン

ワイヤー用ピン

ワイヤー固定部

スナップピンワイヤー

フットアップワイヤー

足側
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故障かなと思ったら

・電源コードの電源プラグが確実にコンセントに差し込まれていますか？
電源コードの電源プラグを確実にコンセントに差し込んでください。

・コンセントに電気が通っていますか？
コンセントに他の器具を接続して電気が通っているか確認してください。

・電源ボタンがOFFになっていませんか？
電源ボタンを押し、電源ランプが点灯しているか確認してください。

・ACアダプターに電気が通っていますか？
電源コードとACアダプターを確実に差し込んでください。ACアダプターに電気
が通っているときは、ACアダプターのランプが点灯します。

コントローラーの
ボタンを押しても
まったく動かない

※上記以外の原因で動かなくなったときは、コントローラーの故障が考えられます。
下記の「コントローラーの外しかた」を参照してコントローラーを取り外し、コントローラーの修理をお買い
求めの販売店に依頼してください。

修理について

●取り外したスナップリング、ピン、スペーサーは大切に
保管ください。
●取り付け方法は取り外した逆の手順で行ってください。

注意背部リクライニング部を
ゆっくり下ろします

5

修理に出す前に以下についてもう一度点検してください。それでも正常に動作しないときはお買上
げの販売店に修理を依頼してください。絶対に分解したり、修理改造はしないでください。異常動
作をしてけがや事故のおそれがあります。

コントローラー

コントローラ側
ジャック

アクチュエーター側
ジャック

1電源プラグがコンセントから抜けている
ことを確認します。
2コントローラー側のジャックをまっすぐ
引き抜きます。
※取り付けるときはジャックの向きに注意
して確実に差し込んでください。

コントローラーの外しかた

4

※ピンの引き抜きが固い場合は、背部リクライニ
ング部を前後に動かすと外れやすくなります。
※アクチュエーターの先端部で床が傷つかないよ
う注意してください。

1人がリクライニング部を支えたまま
で、もう1人がピンを引き抜き、アク
チュエーター先端部をブラケットから
取り外し、ゆっくりと床に置きます

ピン

アクチュエーター
先端部

ブラケット

ワイヤー
スペーサー アクチュエーター

先端部








